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意見交換会での主な意見
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【ご意見箱】
定例会期間中、議会事務
局カウンターに設置して
います。
ぜひご活用ください。

※○は対応しています。

●今後も継続していくのか。
●費用対効果を考えるべき。イベント時の効果も考慮して検討してもらいたい。
●経費がかかりすぎているのでラベンダーは無理だという方向へ軌道修正してほしい。
●千年の苑の現状はどうなっているのか。
●ラベンダーに適した土ではない。地域振興のため他の作物や花に切り替えた方が良い。
民間企業と同じように採算性を考慮すべき。
●他の花を植えたり、体験ファームのようなものがあると良い。週末ごとにイベントをやっ
て、収穫した野菜をバーベキュー場で食べたりできると子どもも喜ぶ。
●アスレチックなどもあると良い。
●通路を歩きやすいように整備してほしい。
●リピーターがつかないと難しい。SNSで発信してもらえるような見栄えや、時代に沿
った新しい発信をするための工夫が必要。
●町内優遇（駐車料金無料など）も考えてほしい。
●マイラベンダークラブは草刈りが大変。
●あの場所を観光として考えるならトイレは必須。
●天気の良い時にラベンダー畑に行って、香りも色も良くて素敵な時間を過ごした。
●雨の後、幼稚園の遠足で子どもたちが泥だらけになり、咲いていたポピーも泥まみれになって
いて残念だった。バーベキュー場は都心からも近く人気があるので、収穫体験などで他県
から人を呼び込むことができたら良い。

令和4年11月12日（土）に議会報告会及び意見交換会を開催しました。
17名の町民の方にご参加いただき、各テーマについて活発な意見交換の場と
なりました。
※報告書は町ホームページに掲載しております（右のQRコードからご覧になれます）

テーマ：ごみ処理について テーマ：ラベンダー園について

〈ラベンダー園について〉

～開かれた議会の実現をめざして～
第21回 議会報告会・意見交換会を開催！

議会モニターと意見交換会 10月15日（土）開催

●ごみについて価値観を共有するために住民の理解が必要。ごみ処理を有料にして、
その費用を教育費に充ててもらいたい。
●ごみ集積所の案内が不親切。収集場所、分別方法を徹底できるよう細かく表示しても
らいたい。
●分別方法をもっと詳しくして欲しい。
●早い時期に分別を明確にした方が良い。
●今のごみカレンダーは見にくい。
●町の負担金はどのくらい増えたのか。
●オリックスとは10年契約ということだが、10年後の代替え案を今から考えていく必要
もある。
●４町１村の小川衛生組合ではなく、自分の所のごみは自分の所で処理するという考
えはあるか。
●町のどこかにごみ集積場を作って欲しい。
●高齢者は集積所まで持って行くのが大変。収集の方法も検討した方が良い。
●町民向けのオリックス見学ツアーを開催したら良い。
●処分費を減らすことがオリックスとの契約では重要になる。ごみの減量方法は資源化す
ること、水分を減らすことの２つが大事。資源化すべきもの（アルミ、ペットボトル）を
収集して売ることは可能。

午前と午後の２部制で開催し、８名のモニターにご参加いただきました。
いただきました貴重なご意見につきましては、今後の議会運営に活かしてまいります。

●日頃の議会活動が次の世代の人に届いていないと感じる。次の世代を巻き込んでいく活動があると良い。
●議会だよりは字体やデザインを工夫したり、若い人にも伝わる言葉を使えば読む人も増えるのではないか。
○議場でのやり取りに心ひかれる。役場ロビーで一般質問の中継を流してはどうか。
●傍聴席は足が伸ばせないので、一日中座っているとエコノミー症候群になってしまいそうだ。
○同じ内容の一般質問は、調整することで効率が良くなるのでは。
●幼稚園や小学生も議場を見る機会があると良い。
●今後、北部地域がさびれないようにお願いしたい。
●議場では語尾まではっきりとしゃべっていただきたい。
●オンラインで意見が言える場があると良い。
○傍聴して感じた感想をすぐに言える場が欲しい。

〈ごみ処理について〉

午前の部（前列：議会モニター） 午後の部（前列：議会モニター）
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主
な
歳
入

主
な
歳
出

追加接種対策負担金より
新型コロナウイルスワクチン接種対策
地方創生臨時交付金より
電力・ガス・食料品等価格高騰対策
一般会計歳入歳出　2億5810万円を追加

歳入歳出予算総額　72億8562万円に！

反
対
討
論

価格高騰にも
安心できる対策を講じた補正へ

一般会計歳入歳出　2億8984万円を追加
歳入歳出予算総額　75億7546万円に！

菅谷学童保育室

反
対
討
論

主
な
歳
入

主
な
歳
出

令和４年
第２回臨時議会

（11月４日）

議
案
第
42
号

令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
事

業住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯

　
２
０
５
０
世
帯

家
計
急
変
世
帯
50
世
帯

　
　
　
１
億
７
０
０
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業

予
防
接
種
医
師
委
託
料
等
追

加
接
種
事
業

３
４
８
９
万
円

Q
対
象
者
は

A
接
種
期
間
が
９
月
30
日
か

ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
延
長

さ
れ
た
。
ま
た
、
新
た
に
生

後
６
ケ
月
か
ら
４
歳
ま
で
の

３
回
ワ
ン
セ
ッ
ト
と
小
児
５

歳
か
ら
11
歳
の
３
回
目
接
種
、

12
歳
以
上
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
対

応
ワ
ク
チ
ン
を
追
加
し
た
。

Q
副
反
応
に
つ
い
て
は

A
相
談
に
来
た
人
は
い
る
が
、

正
式
に
健
康
被
害
救
済
制
度

の
申
請
を
出
し
て
い
る
人
は

い
な
い
。

Q
ど
の
よ
う
な
案
内
を
し
て

い
る
の
か

A
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
効
性

と
リ
ス
ク
を
検
討
し
て
接
種

を
お
願
い
し
て
い
る
。
強
制

的
に
勧
め
て
は
い
な
い
。

農
業
者
支
援
事
業

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
物
価
高

騰
等
に
直
面
す
る
町
内
農
業

者
へ
の
支
援
。
化
学
肥
料
高

騰
に
よ
る
堆
肥
へ
の
転
換
促

進
を
図
る
経
費

　
　
　
　
　
３
５
２
万
円

小
規
模
事
業
者
等
価
格
高
騰

対
策
支
援
事
業

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
物
価
高

騰
等
に
直
面
す
る
町
内
小
規

模
事
業
者
等
へ
の
支
援
事
業

３
８
１
０
万
円

Q
対
象
者
は

A
個
人
事
業
者
５
万
円
、

法
人
10
万
円
、
業
種
に
よ
る

増
額
も
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
副
反
応
の
あ
っ

た
被
害
者
が
裁
判
を
準
備
し

て
い
る
。
子
ど
も
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
の
で
反
対
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
対
策
費
負
担
金

追
加
接
種
に
伴
う
負
担
金

２
６
８
２
万
円

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交

付
金
の
創
設

　
　
　
　
４
０
３
４
万
円

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
事

業
費
補
助
金
　
１
億
５
０
０
万
円

町
債
（
庁
舎
空
調
設
備
更
新

事
業
債
）

　
　
　
　
７
０
２
０
万
円

庁
舎
管
理
事
業

庁
舎
空
調
熱
源
機
器
更
新
工

事�

　
７
８
０
０
万
円

Q
修
繕
の
内
容
は

A
外
部
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
チ

ラ
ー
２
基
経
年
劣
化
に
よ
る

交
換
。
設
計
、
発
注
か
ら
納

品
ま
で
５
ケ
月
を
要
し
、
繰

越
明
許
費
と
す
る
。

議案
番号

議　案　名
※●の網掛けは賛成討論、×の網掛けは反対討論を行いました

審議
結果

小
林
　
　
智

山
田
　
良
秋

犾
守
　
勝
義

藤
野
　
和
美

大
野
　
敏
行

畠
山
　
美
幸

長
島
　
邦
夫

青
柳
　
賢
治

川
口
　
浩
史

松
本
　
美
子

渋
谷
登
美
子

森
　
　
一
人

議案
第42号 令和４年度嵐山町一般会計補正予算（第４号）議定について 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × 議

長

令和４年第２回臨時会  提出議案と結果

令和４年
第４回定例会

（11月30日～ 12月８日）

主
な
議
案

議
案
第
43
号

嵐
山
町
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
振
興
基

本
条
例
を
制
定
す
る

こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
48
号

嵐
山
町
職
員
の
定
年

等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

議
案
第
44
号
・
第
45
号

第
46
号
・
第
47
号

嵐
山
町
一
般
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
等

町
税
　

固
定
資
産
税
調
定
見
込
額
の

増
加
に
よ
る

１
億
３
１
８
６
万
円

国
庫
支
出
金
　

・
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

負
担
金
　
福
祉
・
介
護
職
員

等
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
支
援

加
算
及
び
訓
練
等
給
付
費
等

の
利
用
者
の
増
加
に
よ
る

　
　
１
７
８
９
万
円

・
都
市
再
生
整
備
事
業
交
付

金
　
武
蔵
嵐
山
駅
西
口
地
区

都
市
再
生
整
備
事
業
変
更
に

よ
る�

２
０
０
０
万
円

・
狭
あ
い
道
路
整
備
等
促
進

事
業
交
付
金
　
町
道
根
岸
10

号
線
、
町
道
川
島
69
・
70
号

線
道
路
改
築
工
事２

２
２
万
円

寄
附
金

一
般
寄
附
金
ほ
か
４
項
目
の

寄
附�

　
１
０
３
０
万
円

諸
収
入

県
収
入
証
紙
売
捌
枚
数
の
増

加
等
収
入
増
加
に
よ
る

　
　
　
　
　
４
８
２
万
円

町
債

駅
西
口
地
区
整
備
事
業
債
・

道
路
橋
り
ょ
う
災
害
復
旧
事

業
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

債�

８
１
８
０
万
円

議
員
・
特
別
職
の
期
末
手
当

の
改
正
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

武
蔵
嵐
山
駅
西
口
整
備
事
業

駅
前
広
場
整
備
事
業

　�

　�

９
８
０
０
万
円

嵐
山
町
立
小
中
学
校
再
編
事
業

再
編
基
本
計
画
資
料
作
成

業
務
委
託
契
約
前
払
金

　
　
　
　
１
０
４
６
万
円

指
定
管
理
者

シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新
東
ヒ
ュ
ー

マ
ン
サ
ー
ビ
ス
㈱

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振

興
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的

に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
職
員
の
定
年
を
65

歳
ま
で
、
令
和
14
年
度
に
向

け
段
階
的
に
引
き
上
げ
る

一
般
職
員
・
任
期
付
職
員
・

議
員
報
酬
・
特
別
職
の
給
与

等
、
人
事
院
勧
告
に
準
拠
し

た
条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
51
号

令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
５
号)

議
会
費

議
員
期
末
手
当
・
議
会
だ
よ

り
ら
ん
ざ
ん
経
費
等６

７
万
円

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
積
立

金
（
寄
附
分
含
）

　
１
０
３
０
万
円

財
政
調
整
基
金
積
立
金

６
０
０
０
万
円

　
積
立
後
の
基
金
残
高

（
７
億
７
０
０
６
万
円
）

介
護
、
訓
練
等
給
付
事
業

訓
練
等
給
付
費
の
利
用
者
の

増
加
等
に
よ
る
も
の

２
７
７
２
万
円

高
齢
者
外
出
支
援
事
業

申
請
者
増
加
に
よ
る
も
の

　
２
１
５
万
円

道
路
照
明
灯
施
設
管
理
事
業
　

道
路
照
明
灯
の
電
気
料
を
補
正

����

　��

５
３
２
万
円

議
案
第
54
号

公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

（
嵐
山
町
学
童
保
育
室
）

（
対
象
と
な
る
職
員
は
19
名
）



山田　良秋 議員

職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

　

 

町
職
員
・
学
校
職
員
は
町
の
財
産
大
切
に
育
成
し
た
い

人
が
宝
の
町
づ
く
り

応
援
し
ま
す
。

将来が楽しみな子どもたちの通学風景＝Ｒ４.12月

町
職
員
の
主
査
級
試

験
・
副
課
長
試
験
の

概
要
は
。
あ
わ
せ
て
希
望

状
況
は
。

総
務
課
長
　
主
査
級

試
験
は
、
在
職
期
間
、

勤
務
実
績
、
筆
記
試
験
、

論
文
が
あ
る
。
副
課
長
試

験
は
、
筆
記
試
験
、
個
別

面
接
、
人
事
評
価
で
あ
る
。

両
試
験
共
に
、
１
０
０
点

配
点
で
70
点
以
上
を
合
格

の
目
安
と
し
て
い
る
。
令

和
３
年
度
の
受
験
者
の
希

望
は
、
主
査
級
８
割
、
副

課
長
級
５
割
で
あ
る
。

両
試
験
の
実
施
基

準
・
受
験
状
況
を
ど

う
見
る
か
。
　

町
長
　
実
施
内
容
、

選
考
基
準
は
両
試
験

共
に
適
正
で
あ
る
。
受
験

率
に
つ
い
て
、
主
査
級
８

割
は
妥
当
、
副
課
長
５
割

は
少
し
低
い
気
が
す
る
。

積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
職
員
が
増
え
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

課
長
職
の
自
己
研
鑽

は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
か
。

総
務
課
長
　
持
ち
場

の
業
務
に
つ
い
て
は

課
内
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
十
分
取
る
よ
う

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

国
や
県
の
事
業
内
容
を
十

分
に
理
解
し
、
町
の
計
画

に
合
致
し
た
有
効
的
な
事

業
の
進
め
方
を
検
討
し
、

実
行
し
て
い
る
。

人
材
の
育
成
は
、
登

用
試
験
を
一
生
懸
命

頑
張
る
こ
と
も
あ
る
が
、

職
員
自
身
が
日
々
の
仕
事

を
誠
実
に
こ
な
す
こ
と
が
、

自
己
研
鑽
と
な
る
。
課
長

等
は
職
員
の
研
鑽
状
況
を

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
か
。総

務
課
長
　
人
事
評

価
制
度
を
実
施
し
て

い
る
。
他
に
日
々
の
仕
事

へ
の
向
き
合
い
方
、
部
下

へ
の
指
導
の
あ
り
方
、
自

己
研
鑽
の
状
況
等
を
基
に

評
価
し
て
い
る
。

小
学
校
等
で
は
、
現

在
管
理
職
選
考
が
１

倍
強
と
聞
い
て
い
る
。
人

材
確
保
の
観
点
か
ら
選
考

年
齢
も
下
げ
ら
れ
た
。
町

内
の
選
考
試
験
希
望
の
状

況
は
。教

育
長
　
県
内
の
状

況
は
令
和
４
年
度
校

長
選
考
が
３
・
01
倍
、
教

頭
選
考
が
１
・
23
倍
で
あ

り
、
嵐
山
町
で
は
校
長
選

考
希
望
者
は
３
年
度
、
４

年
度
と
も
志
願
者
な
し
。

教
頭
選
考
は
３
年
度
２
人
、

４
年
度
は
な
し
。
県
内
各

町
村
共
に
志
願
者
は
減
少

傾
向
と
認
識
し
て
い
る
。

管
理
職
選
考

希
望
者
の
減

少
を
ど
の
よ
う
に

見
て
い
る
か
。

教
育
長
　
学

校
に
寄
せ
ら

れ
る
期
待
が
高
ま

る
一
方
で
、
不
登

校
問
題
、
ギ
ガ
ス

ク
ー
ル
構
想
、
人

事
評
価
制
度
の
導

入
等
管
理
職
に
求

め
ら
れ
る
役
割
と

責
任
が
高
ま
る
中

で
、
管
理
職
の
処

遇
改
善
が
一
向
に

第４回定例会　審議結果
賛否はこちらでも
確認できます

議案
番号

賛否の分かれた町長提出議案等
※●の網掛けは賛成討論、×の網掛けは反対討論を行いました

審議
結果

小
林
　
　
智

山
田
　
良
秋

犾
守
　
勝
義

藤
野
　
和
美

大
野
　
敏
行

畠
山
　
美
幸

長
島
　
邦
夫

青
柳
　
賢
治

川
口
　
浩
史

松
本
　
美
子

渋
谷
登
美
子

森
　
　
一
人

第43号 嵐山町中小企業・小規模企業振興基本条例を制定することについて 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × 議
長

第46号 嵐山町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正することについて 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● × ● × 議
長

第47号 嵐山町特別職の給与等に関する条例の一部を改正することについて 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● × ● × 議
長

第51号 令和４年度嵐山町一般会計補正予算（第５号）議定について 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● × ● × 議
長

議案
番号 全員賛成の町長提出議案
第44号 嵐山町一般職員の給与に関する条例の一部を改正することについて

第45号 嵐山町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正することについて

第48号 嵐山町職員の定年等に関する条例の一部を改正することについて

第49号 嵐山町職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正することについて

第50号 嵐山町議会議員及び嵐山町長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の一部を改正することについて

第52号 令和４年度嵐山町水道事業会計補正予算（第３号）議定について

第53号 令和４年度嵐山町下水道事業会計補正予算（第２号）議定について

第54号 公の施設の指定管理者の指定について（嵐山町学童保育室）

議案
番号

議員提出議案等
※●の網掛けは賛成討論、×の網掛けは反対討論を行いました

審議
結果

小
林
　
　
智

山
田
　
良
秋

犾
守
　
勝
義

藤
野
　
和
美

大
野
　
敏
行

畠
山
　
美
幸

長
島
　
邦
夫

青
柳
　
賢
治

川
口
　
浩
史

松
本
　
美
子

渋
谷
登
美
子

森
　
　
一
人

発委
第2号

「特定石綿被害建設業務労働者等に対する給付金等の支給に関する法
律」の改正を求める意見書の提出について 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議

長
発議
第15号 国負担による学校給食費の無償化を求める意見書の提出について 否決 × × ● ● × × × × ● × ● 議

長
発議
第16号 国民負担増を伴わない介護保険制度を求める意見書の提出について 否決 × × × ● × × × × ● × ● 議

長
発議
第17号 防衛費のＧＤＰ比２％以上の増額に反対する意見書の提出について 否決 × × × ● × × × × ● × ● 議

長
発議
第18号 原発政策の変更に反対する意見書の提出について 否決 × × ● ● 退

席 × ● × ● × ● 裁

※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。　賛否同数の場合のみ「議長採決」として表明します（「裁」と記載）。

進
ま
な
い
の
も
一
因
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
管

理
職
は
自
ら
の
教
育
理
念

の
下
、
職
員
と
一
緒
に
な

り
、
理
想
の
学
校
づ
く
り

が
で
き
る
魅
力
が
あ
る
と

考
え
る
。

～町民に開かれた議会を目指して～

議会報告会・意見交換会を開催します
皆様のご参加をお待ちしています。

令和５年５月中旬予定

第22回

議
会
報
告
会

意
見
交
換
会

議　
　
案

一
般
質
問

委
員
会
報
告

議
会
報
告
会

意
見
交
換
会

議　
　
案

一
般
質
問

委
員
会
報
告

町
に
提
言

町
に
提
言
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松本　美子 議員 犾守　勝義 議員

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

自
分
を
守
る

｢

住
居
荒
廃｣

問
題
の

現
状
は
…

自
転
車
の
登
下
校
時
の
安
全
対
応
は

　

 

発
達
段
階
に
応
じ
た
交
通
指
導
の
実
施

｢

住
居
荒
廃｣

問
題
の
対
応
は

　

 

適
正
管
理
の
指
導
を
根
気
よ
く
丁
寧
に
し
て
い
く

青色防犯パトロール車
（写真：地域支援課提供）

学
校
で
の
安
全
指
導

や
登
下
校
時
の
現
状

は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長
　
小
川
警
察
署
職

員
を
講
師
に
迎
え
、
発
達

段
階
に
応
じ
た
交
通
安
全

教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

や
駐
輪
時
の
鍵
か
け
等
を

指
導
し
て
い
る
。

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
車
の
活
用
は
。

地
域
支
援
課
長
　
小

学
校
の
登
校
日
に
年

間
約
２
０
０
回
、
低
学
年

の
下
校
時
刻
に
あ
わ
せ
て

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

夜
間
の
不
法
投
棄
パ
ト

「
住
居
荒
廃
」
問
題

に
は
、
ご
み
屋
敷
や

樹
木
の
繁
茂
、多
頭
飼
育・

給
餌
等
が
あ
る
。

⑴
ご
み
屋
敷
と
思
わ
れ
る

住
居
の
認
知
件
数
は
。

⑵
樹
木
の
繁
茂
等
に
よ
る

問
題
住
居
の
認
知
件
数
は
。

⑶
多
頭
飼
育
・
給
餌
等
に

よ
る
問
題
事
例
は
あ
る
か
。

環
境
課
長

⑴
ご
み
屋
敷
と
は
、

家
中
に
ご
み
が
積
ま
れ
生

活
で
き
る
空
間
が
ほ
と
ん

ど
な
い
、
管
理
さ
れ
て
い

な
い
住
居
を
指
し
、
明
確

な
定
義
は
な
い
。
町
は
住

居
内
の
ご
み
の
有
無
を
確

認
す
る
こ
と
が
な
い
た
め

ロ
ー
ル
を
月
１
回
実
施
し

て
い
る
。

駐
輪
場
の
盗
難
、
車

上
狙
い
、
空
き
巣
、

振
り
込
め
詐
欺
等
の
対
策

は
。

地
域
支
援
課
長
　
駐

輪
場
で
は
鍵
か
け
の

啓
発
を
実
施
、
そ
の
他
の

犯
罪
に
対
し
て
は
、
チ
ラ

シ
配
布
、
防
災
無
線
、
広

報
等
に
よ
る
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

月
１
回
の
ナ
イ
ト
パ
ト

ロ
ー
ル
や
各
地
域
の
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
に
帽
子
や
ブ
ル

ゾ
ン
等
の
資
機
材
を
提
供

し
、
昼
夜
問
わ
ず
見
守
り

や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
る
。

防
犯
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
の

設
置
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
整
備
課

長
　
令
和
４
年
10
月

件
数
は
認
知
し
て
い
な
い
。

⑵
空
き
家
敷
地
内
の
庭
木

の
適
正
管
理
が
さ
れ
て
い

な
い
と
の
苦
情
・
相
談
件

数
は
、
令
和
元
年
度
21
件
、

令
和
２
年
度
16
件
、
令
和

３
年
度
13
件
。
こ
の
内
、

同
じ
案
件
で
複
数
回
の
相

談
が
９
件
で
あ
る
。

⑶｢

住
居
荒
廃｣

に
関
し

た
多
頭
飼
育
や
給
餌
の
事

例
は
な
い
。
一
般
的
な
多

頭
飼
育
の
相
談
は
平
成
31

年
度
３
件
、
令
和
３
年
度

１
件
。
給
餌
の
相
談
は
平

成
31
年
度
５
件
、
令
和
２

年
度
２
件
で
あ
る
。

こ
の
問
題
の
対
応
は

大
変
難
し
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。
ど
う
い
っ
た

点
が
難
し
い
か
。

環
境
課
長
　
居
住
者

の
い
る
住
居
は
、
空

末
現
在
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
は

１
８
７
６
基
設
置
、
設
置

率
は
83
％
で
あ
る
。

税
未
納
者
や
不
能

欠
損
の
対
応
に
つ

い
て納

税
は
義
務
だ
が
、

未
納
者
・
不
能
欠
損

の
対
応
は
。

税
務
課
長
　
納
付
能

力
が
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
納
め
な
い
方
は
、
財

産
調
査
を
行
い
、
差
押
等

の
滞
納
処
分
を
行
う
。
納

付
能
力
が
な
い
方
は
、
緩

和
措
置
と
し
て
滞
納
処
分

の
停
止
を
行
い
、
停
止
期

間
が
３
年
間
継
続
し
た
時

は
納
税
義
務
が
消
滅
し
、

不
能
欠
損
と
な
る
。
困
難

事
案
は
県
税
事
務
所
に
滞

納
整
理
を
移
管
す
る
場
合

き
家
同
様
、
強
制
的
に
入

る
こ
と
は
で
き
ず
、
住
居

内
部
の
様
子
が
分
か
ら
な

い
。
ま
た
、
住
居
所
有
者

が
住
居
外
部
に
あ
る
「
ご

み
」
を
有
価
物
で
あ
り
財

産
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る

と
対
応
に
苦
慮
す
る
。

今
後
の
対
応
は
。

環
境
課
長
　
不
適
正

な
管
理
状
態
に
あ
る

空
き
家
、
住
居
者
の
い
る

住
居
と
も
に
、
適
正
管
理

を
促
す
た
め
の
指
導
を
根

気
よ
く
丁
寧
に
し
て
い
く
。

認
知
件
数
は
な
い
と

の
こ
と
だ
が
、
今
後

調
査
す
る
考
え
は
。

環
境
課
長

近
隣
住
民
の
方
か
ら

の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に

認
知
す
る
と
い
う
ス
タ
ン

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

◆｢

嵐
山
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言｣

に
つ
い
て

◆｢

児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
不
登
校｣

問
題
に
つ
い
て

ス
だ
。
私
有
財
産
を
守
る

法
律
等
の
関
係
か
ら
調
査

す
る
の
は
難
し
い
。

も
あ
る
。

上
下
水
道
料
金
未
納

者
へ
の
対
応
は
。

上
下
水
道
課
長
　
納

期
限
ま
で
に
納
付
が

な
い
場
合
、
督
促
状
・
催

告
書
を
郵
送
し
、
さ
ら
に

督
促
・
催
告
期
間
を
過
ぎ

た
場
合
は
給
水
停
止
予
告

書
を
訪
問
配
布
し
て
い
る
。

ま
た
、
電
話
督
促
等
に
て

事
情
を
聞
き
取
り
、
入
金

の
取
り
付
け
を
行
う
。
給

水
停
止
予
告
の
期
限
ま
で

に
入
金
や
納
入
相
談
が
な

い
場
合
は
、
給
水
停
止
を

執
行
す
る
。
生
活
困
窮
等

の
事
情
に
よ
り
納
め
ら
れ

な
い
利
用
者
へ
は
、
分
割

納
付
の
提
案
や
福
祉
の
支

援
な
ど
を
相
談
す
る
よ
う

促
し
て
い
る
。

議
会
報
告
会

意
見
交
換
会

議　
　
案

一
般
質
問

委
員
会
報
告

議
会
報
告
会

意
見
交
換
会

議　
　
案

一
般
質
問

委
員
会
報
告

町
に
提
言

町
に
提
言
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畠山　美幸 議員 青柳　賢治 議員

出
産
・
子
育
て
応
援
交

付
金
は
対
象
者
に
使
え

る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

削
減
は
一
人
ひ
と
り

が
減
量
化
・
資
源
化

の
意
識
で
可

幼
稚
園
通
園
バ
ス
置
き
去
り
対
策
は

　

  

警
報
装
置
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る

減
量
化
・
資
源
化
加
速
へ
オ
リ
ッ
ク
ス
研
修
を

　

 

実
現
に
向
け
て
組
合
等
へ
働
き
か
け
を
行
う

幼稚園バス送迎

出展：内閣官房　国民保護ポータルサイト

嵐
山
幼
稚
園
の
バ
ス

保
有
台
数
と
安
全
確

認
の
状
況
を
伺
う
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長
　
嵐
山
幼
稚
園
は
、

バ
ス
２
台
で
送
迎
し
て
い

る
。
欠
席
連
絡
が
あ
っ
た

場
合
、
出
欠
黒
板
に
職
員

が
記
入
し
、
バ
ス
添
乗
員

の
職
員
は
欠
席
者
を
メ
モ

す
る
。
欠
席
者
だ
け
の
バ

ス
停
は
、
通
過
を
指
示

し
、
帰
着
後
は
、
忘
れ
物

が
な
い
か
車
内
を
一
巡
す

る
。
運
転
手
も
毎
日
車
内

清
掃
を
必
ず
行
い
、
二
重

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
の
で

置
き
去
り
が
発
生
す
る
こ

と
は
な
い
。
す
べ
て
の
園

ご
み
処
理
費
削
減
対

策
を
聞
く

⑴
削
減
に
効
果
が
あ
る
一

部
有
料
化
の
見
解
を
聞
く
。

⑵
混
入
不
適
物
の
減
少
策

は
。

⑶
町
民
へ
オ
リ
ッ
ク
ス
研

修
ツ
ア
ー
の
実
施
を
。

⑷
今
後
の
代
替
施
設
の
工

程
は
。環

境
課
長

⑴
一
部
有
料
化
に
よ

る
効
果
は
大
変
に
重
要
な

テ
ー
マ
と
認
識
し
て
い
る
。

⑵
不
適
物
の
混
入
率
11
％

ま
で
抑
制
の
目
標
が
あ
り
、

小
川
地
区
衛
生
組
合
と
オ

リ
ッ
ク
ス
（
ご
み
処
理
の

受
託
会
社
）
で
連
携
し
て

児
が
登
園
後
、
欠
席
予
定

を
把
握
し
て
い
な
い
園
児

が
い
た
場
合
、
家
庭
に
連

絡
し
、
安
否
確
認
を
し
て

事
故
防
止
に
努
め
て
い
る
。

警
報
装
置
に
つ
い
て
は
国

庫
補
助
金
等
の
情
報
を
注

視
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

効
果
が
あ
る
減
少
対
策
を

行
う
。

⑶
バ
イ
オ
マ
ス
処
理
施
設

を
直
に
眼
で
見
て
い
た
だ

く
こ
と
は
、
ご
み
の
減
量

化
・
資
源
化
に
対
す
る
町

民
の
理
解
が
深
ま
り
、
大

変
有
意
義
な
こ
と
と
思
う
。

実
現
に
向
け
て
小
川
地
区

衛
生
組
合
及
び
オ
リ
ッ
ク

ス
へ
働
き
か
け
を
行
う
。

⑷
新
施
設
の
建
設
と
民
間

委
託
の
両
方
の
可
能
性
の

検
討
を
行
う
。
新
し
い
ご

み
処
理
の
実
績
を
蓄
積
し
、

そ
れ
を
基
に
調
査
研
究
を

進
め
る
。

弾
道
ミ
サ
イ
ル
か

ら
身
を
守
る
行
動
・

対
応
は

⑴
平
時
の
訓
練
・
町

民
と
の
協
力
関
係
の

０
～
２
歳
の
未
就

園
児
支
援
に
つ
い

て
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
０
～

２
歳
児
の
親
か
ら
の
相
談

件
数
と
主
な
内
容
は
。

構
築
は
。

⑵
避
難
場
所
の
周
知
は
。

⑶
ミ
サ
イ
ル
落
下
時
の
身

を
守
る
た
め
の
行
動
の
周

知
は
。地

域
支
援
課
長

⑴
武
力
攻
撃
事
態
等

に
特
化
し
た
訓
練
は
し
て

い
な
い
が
、
防
災
訓
練
等

に
よ
り
各
地
域
の
防
災
力

を
高
め
る
こ
と
が
町
民
保

護
に
直
結
す
る
と
考
え
て

い
る
。
各
区
長
及
び
自
主

防
災
会
と
連
携
し
、
地
域

防
災
力
の
向
上
に
努
め
る
。

⑵
国
民
保
護
と
防
災
の
避

難
場
所
は
同
一
で
あ
る
旨

を
周
知
す
る
。

⑶
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
事
案

が
多
発
し
て
い
る
の
で
更

に
周
知
す
る
。
基
本
的
に

は
台
風
、
地
震
発
生
時
に

取
る
べ
き
行
動
と
重
な
る

の
で
あ
わ
せ
て
周
知
す
る
。

福
祉
課
長
　
令
和
３

年
度
８
１
４
件
。
内

容
は
、
子
ど
も
の
発
達
に

関
す
る
こ
と
が
多
く
、
次

い
で
栄
養
や
育
児
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
。

嵐
丸
ひ
ろ
ば
、
子
育

て
広
場
レ
ピ
の
利

用
・
運
営
状
況
は
。

福
祉
課
長
　
嵐
丸
ひ

ろ
ば
は
、
火
曜
か
ら

土
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
。
令
和

３
年
度
利
用
実
績
は
延

３
１
７
６
人
。
子
育
て
広

場
レ
ピ
は
、
火
・
木
・
金

曜
日
の
午
前
10
時
か
ら

11
時
30
分
ま
で
。
令
和

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

◆�

ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

◆
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
の
夜
間
摘
み
取
り
に
つ
い
て

◆
が
ん
教
育
に
つ
い
て

◆
コ
ロ
ナ
感
染
症
第
８
波
の
対
応
に
つ
い
て

３
年
度
利
用
実
績
は
延

１
０
５
６
人
。

「
出
産
・
子
育
て
応

援
交
付
金
事
業
」
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

国
か
ら
の
説
明
を
聞

い
て
か
ら
検
討
す
る
。

図
書
館
室
外
ベ
ン
チ

の
老
朽
化
対
策
に
つ

い
て改

修
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長
　
早
急
に
実
施
す

る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

◆�

不
登
校
生
徒
の
増
加
に
つ
い
て

議
会
報
告
会

意
見
交
換
会

議　
　
案

一
般
質
問

委
員
会
報
告

議
会
報
告
会

意
見
交
換
会

議　
　
案

一
般
質
問

委
員
会
報
告

町
に
提
言

町
に
提
言
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長島　邦夫 議員 大野　敏行 議員

魅
力
あ
る
返
礼
品
開
発

町
興
し
に
期
待
し
ま
す
!!

「
子
は
宝
」　
町
と
町

民
が
一
体
と
な
り
訪

問
者
を
受
け
入
れ
る

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
推
進
は

　

 

各
課
と
連
携
し
、
活
性
化
に
努
め
る

真
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
町
に
な
る
に
は

　

 

現
在
の
苑
を
維
持
管
理
し
て
い
く

ラベンダーは各種返礼品の源へ＝Ｒ元.6.16

ＢＢＱ、パン焼き返礼品デモ＝Ｒ4.12.11

ラベンダーの加工品一式
（左から）
マスクスプレー、精油（アロマストーン付）、
ハンドクリーム

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

は
各
自
治
体
共
、
ス

タ
ー
ト
は
同
時
で
あ
る
が
、

取
り
組
み
方
に
よ
り
納
税

額
と
そ
れ
を
原
資
と
し
た

地
域
の
活
性
化
事
業
に
大

き
な
差
が
出
て
い
る
。
直

近
の
状
況
を
伺
う
。

総
務
課
長
　
令
和
４

年
11
月
末
の
件
数
は

１
６
４
２
件
、
約
２
８
６

２
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
同
時
期
と
比
較
し
、

件
数
・
金
額
と
も
上
回
っ

て
い
る
。
要
因
は
、
新
規

業
者
２
社
に
よ
る
12
品
目

の
追
加
及
び
既
存
の
提
携

業
者
へ
新
た
に
19
品
目
を

追
加
し
た
こ
と
と
推
察
す

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
摘
み

取
り
は
人
気
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
時
間
に

よ
っ
て
は
摘
み
取
り
の
で

き
な
い
来
場
者
が
多
く
い

ま
す
。
現
在
の
ラ
ベ
ン

ダ
ー
園
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
植

栽
面
積
は
４
～
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
す
。
町
内
の
ラ

ベ
ン
ダ
ー
と
土
壌
の
合
う

場
所
に
も
、
摘
み
取
り
用

の
小
面
積
の
畑
を
耕
作
者

に
作
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

時
間
に
と
ら
わ
れ
ず
摘
み

取
り
が
可
能
で
す
。
町
中

に
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
が

漂
い
、
町
が
町
民
と
一
体

と
な
っ
て
外
部
か
ら
の
訪

問
者
を
受
け
入
れ
る
。
そ

る
。
ま
た
ふ
る
さ
と
納
税

の
申
込
期
限
は
12
月
末
で

あ
り
、
駆
け
込
み
需
要
も

期
待
さ
れ
る
。

返
礼
品
に
は
、
専
門

的
な
各
課
と
の
連
携

が
必
要
と
考
え
る
が
。

総
務
課
長
　
保
存
性

の
あ
る
食
品
関
連
の

人
気
が
高
く
、
リ
ピ
ー
ト

利
用
率
も
あ
る
。
担
当
課

と
連
携
し
、
新
規
品
発
掘

に
努
め
て
い
る
。

れ
が
、
真
の
日
本
一
の
ラ

ベ
ン
ダ
ー
の
町
と
言
え
ま

す
。ま
た
、生
産
者
の
作
っ

た
ラ
ベ
ン
ダ
ー
も
加
工
用

と
し
て
買
い
取
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

企
業
支
援
課
長
　
ラ

ベ
ン
ダ
ー
園
に
つ
い

て
は
土
壌
の
改
良
・
畝う

ね

の

工
夫
や
雨
対
策
を
担
当
者

が
中
心
と
な
り
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
マ
イ
ラ
ベ
ン

ダ
ー
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
を

推
進
し
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
に

親
し
む
町
民
の
方
を
増
や

し
て
い
き
ま
す
。

　
加
工
品
に
つ
い
て
は
、

蒸
留
し
、
精
油
化
し
た
も

の
が
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
同

品
種
・
同
品
質
の
も
の
で

な
い
と
難
し
い
。
異
地
域

で
栽
培
し
た
小
ロ
ッ
ト
の

物
は
マ
ッ
チ
ン
グ
し
な
い

可
能
性
が
高
い
。
よ
っ
て
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は

様
々
な
独
自
色
も
あ

る
。
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
町
全
体

の
返
礼
品
の
７
割
を

１
社
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

が
担
っ
て
い
る
。
町
の
Ｐ

Ｒ
、
返
礼
品
の
紹
介
、
広

報
力
が
優
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

商
工
会
に
は
、
町
内

多
く
の
企
業
が
加
入

現
在
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
の

充
実
を
実
践
し
て
い
き
ま

す
。若

い
世
代
の
意
見

発
表
の
場
の
提
供

に
つ
い
て

以
前
、
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
「
嵐
山
町
の

良
い
所
・
好
き
な
所
」
に

つ
い
て
の
意
見
発
表
会

（
い
い
と
こ
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
）
が
あ
り
ま
し

た
。
子
ど
も
の
目
線
で
素

直
に
良
く
見
て
い
る
な
と

の
感
想
を
持
ち
ま
し
た
。

小
・
中
・
高
校
生
や
19
歳

以
上
の
若
い
世
代
が
何
を

求
め
て
い
る
の
か
。
こ
れ

か
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
作
り
や
地
元
を
忘
れ

な
い
た
め
に
も
町
と
し
て

企
画
し
て
い
き
た
だ
き
た

い
。

町
長　
以
前
の
発
表

会
は
私
が
議
員
の
時

に
一
般
質
問
し
、
実
行
し

て
い
た
だ
い
た
。
教
育
委

員
会
と
も
相
談
し
、
前
向

き
に
検
討
し
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

◆�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
活
用
に
つ
い
て

し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納

税
、
返
礼
品
の
取
り
扱
い

希
望
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

試
み
は
あ
る
か
。

企
業
支
援
課
長
　
実

績
は
な
い
が
、
こ
れ

か
ら
の
返
礼
品
発
掘
に
は

必
要
な
部
分
と
考
え
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
と
は
、
国
が
認
定

し
た
地
方
公
共
団
体
の
地

方
創
生
の
取
り
組
み
に
対

し
、
企
業
が
寄
附
を
行
っ

た
場
合
に
税
額
控
除
す
る

制
度
で
あ
る
。
積
極
的
な

活
用
が
必
要
と
考
え
る
が
。

地
域
支
援
課
長
　
寄

附
を
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
魅
力
的
な
事
業
を

調
査
研
究
し
、
国
の
認
定

向
け
て
準
備
を
し
て
い
る
。

ゼ
ロ・カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
後
の
環
境
行

政
に
つ
い
て

第
２
次
環
境
基
本
計

画
兼
ス
ト
ッ
プ
温
暖

化
地
域
推
進
計
画
の
見
直

し
と
同
時
に
推
進
さ
れ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
あ
と
２

年
と
な
っ
て
い
る
。
進
捗

は
。

環
境
課
長
　
計
画
的

に
町
の
温
暖
化
対
策

を
進
め
る
こ
と
を
念
頭
に

予
算
措
置
等
を
進
め
て
い

る
。

議
会
報
告
会

意
見
交
換
会

議　
　
案

一
般
質
問

委
員
会
報
告

議
会
報
告
会

意
見
交
換
会

議　
　
案

一
般
質
問

委
員
会
報
告

町
に
提
言

町
に
提
言
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イ
ン
ボ
イ
ス
　

免
税
業
者
を
守
る
町
へ

地
域
再
生
計
画
で

町
に
元
気
を
！

プ
ー
ル
授
業
の
委
託　

移
動
で
時
間
が
短
く
な
っ
た
の
か

　

 

天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
の
で
例
年
よ
り
良
い
授
業
が
行
え
た

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
取
り
組
み
は

　

 

魅
力
あ
る
事
業
を
展
開
で
き
る
よ
う
調
査
研
究
を
進
め
、国
の
認
定
に
向
け
て
準
備出典：総務省　地方創生 > 地域再生 >

　　　企業版ふるさと納税ポータルサイトより

令
和
４
年
度
か
ら
玉

ノ
岡
中
学
校
は
水
泳

授
業
を
「
東
松
山
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
」（
東
松

山
市
）に
委
託
し
て
行
っ
た
。

⑴
移
動
に
時
間
が
か
か
る
。

水
泳
の
授
業
時
間
は
例
年

よ
り
短
く
な
っ
た
の
か
。

⑵
都
内
の
学
校
で
は
当
初

の
予
定
よ
り
費
用
が
増
加

し
た
と
い
う
。
町
は
例
年

と
比
較
し
て
ど
う
で
あ
っ

た
か
。教

育
委
員
会
事
務
局

長
　
⑴
午
前
中
、
各

学
年
２
単
位
ず
つ
３
回

（
合
計
６
単
位
）
の
水
泳

授
業
を
行
っ
た
。
例
年
、

天
候
等
に
よ
り
水
泳
の
授

比
企
郡
内
で
も
小
川

町
、
滑
川
町
な
ど
４

町
で
す
で
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
地
方
創
生
事
業
の

財
源
確
保
、
企
業
と
の
連

携
、
町
の
広
報
・
情
報
提

供
に
有
益
で
あ
り
、
取
り

組
み
の
予
定
は
。

地
域
支
援
課
長　
千

年
の
苑
等
の
既
存
事

業
に
注
力
し
て
き
た
た
め

取
り
組
み
が
遅
れ
た
が
、

企
業
か
ら
寄
附
い
た
だ
け

る
魅
力
あ
る
事
業
が
展
開

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

で
き
れ
ば
令
和
４
年
第
４

回
分
に
申
込
み
で
き
る
よ

う
準
備
し
て
い
る
。

業
時
間
が
確
保
で
き
な
い

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
天
候

に
左
右
さ
れ
な
い
た
め
、

確
実
に
授
業
時
間
が
確
保

で
き
た
。
ま
た
、
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
専
門
的
指

導
も
受
け
ら
れ
た
の
で
、

例
年
以
上
に
時
間
・
内
容

と
も
充
実
し
て
い
た
と
考

え
る
。

⑵
費
用
に
つ
い
て
は
、
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

92
万
４
千
円
、
送
迎
用
バ

ス
代
23
万
６
３
１
３
円
で

合
計
１
１
６
万
３
１
３
円

で
あ
る
。
例
年
は
水
道
使

用
料
、
電
気
代
、
薬
品
代
、

プ
ー
ル
浄
化
装
置
点
検
委

託
料
等
が
か
か
る
。
プ
ー

ル
だ
け
に
か
か
る
光
熱
水

費
が
計
算
で
き
な
い
た
め

精
査
は
し
て
い
な
い
が
、

そ
れ
ほ
ど
上
回
っ
て
い
な

い
と
考
え
る
。

上
下
水
道
課
長
　
総

総
務
省
か
ら
通
達
が

来
て
い
て
「
課
税
業
者
も

免
税
業
者
も
差
別
し
て
は

い
け
な
い
」
と
あ
る
。
こ

の
通
り
実
施
す
る
。

営
農
型
太
陽
光
発
電
事
業

太
陽
光
を
農
業
生
産

と
発
電
と
で
共
有
す

る
取
り
組
み
で
、
作
物
の

販
売
収
入
の
ほ
か
売
電
収

入
が
期
待
で
き
る
。
荒
廃

農
地
の
再
生
利
用
が
で
き

る
仕
組
み
と
し
て
農
林
水

産
省
も
勧
め
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
町

の
状
況
と
対
応
は
。

農
政
課
長
　
北
部
地

域
で
数
件
の
計
画
相

談
が
あ
る
。
設
置
に
あ
た

り
農
地
法
に
よ
る
一
時
転

用
許
可
を
要
す
る
た
め
、

農
業
委
員
会
で
対
応
す
る
。

申
請
農
地
の
適
切
な
継
続

が
行
わ
れ
る
か
等
の
諸
条

件
を
十
分
に
確
認
し
て
適

正
に
対
応
す
る
。

本
来
の
目
的
ど
お
り

の
事
業
が
行
わ
れ
ば

イ
ン
ボ
イ
ス
　
免

税
を
選
択
し
た
業

者
も
公
平
な
扱
い

に
売
上
が
１
千
万
円
以

下
の
業
者
は
免
税
業

者
と
し
て
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
、
免

税
業
者
に
町
が
発
注
し
た

場
合
、
町
が
消
費
税
を
多

く
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
。
免
税
業
者
の
中

に
は
消
費
税
を
転
嫁
で
き

ず
苦
し
い
経
営
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
多
く
あ
る
。

そ
う
し
た
業
者
を
守
る
こ

と
も
町
の
使
命
と
考
え
る
。

公
平
な
扱
い
を
し
て
ゆ
く

の
か
考
え
方
を
聞
く
。

会
計
課
長
　
一
般
会

計
は
免
除
に
な
っ
て

い
る
が
、
水
道
・
下
水
道

会
計
は
納
税
義
務
が
あ
る
。

有
効
な
事
業
と
な
る
が
、

業
者
に
よ
っ
て
は
計
画
通

り
実
施
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス

も
あ
る
と
聞
く
。
事
業
計

画
等
に
町
が
関
与
し
て
計

画
的
に
農
業
再
生
、
環
境

保
全
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ

の
寄
与
を
行
え
る
よ
う
な

考
え
は
。

副
町
長
　
山
間
地
の

傾
斜
地
の
農
地
を
考

え
る
と
町
が
積
極
的
に
関

与
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
活
動
状
況

活
動
の
意
義
や
あ
り

方
も
変
化
す
る
中
で

の
活
動
状
況
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長
　
３
年
度
依
頼
０

件
、
４
年
度
１
件
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
依
頼
も
少
な
く
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
で

き
て
い
な
い
。
今
後
は
横

の
連
携
を
取
り
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
を

含
め
意
義
方
向
性
を
見
直

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

◆�

学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

◆
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
直
播
き
に
つ
い
て

◆
子
ど
も
の
置
き
去
り
に
つ
い
て
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会
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交
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会
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案
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渋谷登美子 議員

子
ど
も
の

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
慎
重
に

藤野　和美 議員

有
機
農
業
の
取
り

組
み
は
、
町
の
良

さ
が
生
か
せ
る
道

お
が
わ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
参
考
に
す
る
考
え
は

　

 

具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
時
期
に
な
っ
て
い
る

乳
幼
児
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

　

 

接
種
券
を
送
っ
て
い
る
が
、
強
制
で
は
な
い

循環型農業（出展：農林水産省ポータルサイト）

否認審査未了認定件数

12月11月10月9月7月6月5月4月3月２月１月R３年12月

乳
幼
児
の
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
副
反

応
の
心
配
が
現
実
的
に

な
っ
て
く
る
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
る
被
害
が
起
き

た
場
合
の
対
応
を
聞
く
。

健
康
い
き
い
き
課
長
　

乳
幼
児
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
11
月
に
法
施
行
さ

れ
、
６
ヶ
月
か
ら
４
歳
の

子
に
接
種
券
を
送
っ
て
い

る
が
、
接
種
は
強
制
で
は

な
い
。
乳
幼
児
接
種
は
町

内
の
小
児
科
を
診
療
科
目

と
し
て
い
る
医
療
機
関
に

お
願
い
し
て
い
る
。
予
防

接
種
後
、
す
ぐ
に
現
れ
る

可
能
性
の
あ
る
症
状
は
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
な
ど
が

牛
ふ
ん
や
鶏
ふ
ん
の

利
用
促
進
策
は
。

農
政
課
長
　
利
用
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
成

す
る
。有

機
農
業
者
へ
の
支

援
は
。

農
政
課
長
　
国
の
制

度
を
活
用
し
て
い
く
。

小
川
町
の
「
お
が
わ

ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
参
考
に
す
る
考
え
は
。

農
政
課
長
　
具
体
的

に
検
討
し
て
い
く
時

期
に
な
っ
て
い
る
。

実
証
ほ
場
に
つ
い
て

は
。

農
政
課
長
　
具
体
的

に
検
討
し
て
い
く
。

あ
り
、
接
種
後
の
一
定
時

間
は
様
子
を
見
る
よ
う
に

お
願
い
し
て
い
る
。
数
日

以
内
に
現
れ
る
可
能
性
の

あ
る
症
状
は
ワ
ク
チ
ン
を

受
け
た
医
療
機
関
や
か
か

り
つ
け
医
を
受
診
す
る
よ

う
に
案
内
し
て
い
る
。
被

害
申
請
が
あ
っ
た
時
は
嵐

山
町
予
防
接
種
健
康
被
害

調
査
委
員
会
を
開
催
し
、

国
の
制
度
に
従
っ
て
手
続

き
を
進
め
て
い
く
。

11
月
24
日
の
厚
生
労

働
省
の
公
表
数
値
で

は
、
副
反
応
申
請
の
受
理

件
数
は
５
２
０
７
件
で
副

反
応
と
認
め
ら
れ
た
件
数

は
１
２
２
８
件
。
副
反
応

を
申
請
し
て
も
、
ま
だ
４

分
の
1
弱
し
か
認
定
に
い

た
っ
て
い
な
い
。
町
の
健

康
被
害
調
査
委
員
会
は
ど

の
よ
う
に
開
催
さ
れ
る
か
。

健
康
い
き
い
き
課
長
　

申
請
が
あ
っ
て
か
ら
、

知
事
が
推
薦
す
る
専
門
医

師
、
医
師
会
が
推
薦
す
る

医
師
、
保
健
所
長
、
そ
の

他
町
長
が
認
め
る
者
を
選

定
し
、
会
議
を
開
く
。
申

請
が
あ
っ
て
開
催
す
る
会

議
で
あ
る
た
め
、
現
在
人

選
は
さ
れ
て
い
な
い
。
申

請
に
は
、
医
療
費
医
療
手

当
請
求
書
、
受
診
証
明
書
、

領
収
書
の
写
し
、
接
種
済

み
証
明
書
の
写
し
、
診
療

録
等
の
写
し
を
揃
え
て
申

請
す
る
。
本
町
の
会
議
を

経
た
の
ち
、
国
の
機
関
に

送
り
、
審
査
さ
れ
る
。

【その他の質問事項】
◆学校のあり方について
◆ごみ分別について
◆犯罪被害者等支援について
◆香害について
◆�ゲノム編集トマトが福祉施設・小学校に配布予定であることについて

高
齢
者
の
外
出
支
援

今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
。

長
寿
生
き
が
い
課
長
　

持
続
可
能
性
や
公
平

性
を
考
慮
し
て
検
討
し
て

い
く
。タ

ク
シ
ー
利
用
で
は

地
域
に
よ
っ
て
料
金

の
格
差
が
で
る
が
。

長
寿
生
き
が
い
課
長
　

そ
の
こ
と
も
含
め
検

討
し
て
い
く
。

空
き
家
バ
ン
ク

空
き
家
バ
ン
ク
の
実

績
は
。

環
境
課
長
　
開
始
し

た
平
成
29
年
度
か
ら
、

物
件
登
録
は
計
33
件
、
成

約
は
計
17
件
。

学
校
の
再
編

進
行
具
合
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長
　
再
編
基
本
計
画

資
料
作
成
業
務
委
託
の
契

約
を(

株)

綜
企
画
設
計
埼

玉
支
店
と
締
結
し
た
。
今

後
基
本
計
画
の
作
成
に
向

け
努
力
し
て
い
く
。

答
申
の
提
言
の
な
か

に
あ
る
「
損
な
わ
れ

つ
つ
あ
る
望
ま
し
い
教
育

環
境
」
と
「
小
規
模
校
や

少
人
数
学
級
の
良
さ
」
と

の
関
係
は
。

教
育
長
　
中
学
校
で

は
、
教
科
担
任
と
部

活
動
の
問
題
が
あ
る
。
小

学
校
で
は
大
き
な
支
障
は

な
い
が
、
学
年
3
～
4
人

で
は
、
少
人
数
の
良
さ
を

通
り
越
し
て
い
る
。

そ
の
状
態
を
回
避
す

る
た
め
に
特
認
校
制

度
が
あ
る
が
、
考
え
は
。

教
育
長
　
取
り
組
ん

で
い
る
自
治
体
で
は
、

児
童
が
増
え
て
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
が
生
じ
て
い
る
が
、

町
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。

コロナワクチン健康被害審査と認定状況（人）

290 515 566 650 708 731 849 910 986 1096 1228 1312353
6 445

9
496
22

512
36 911

51
1181

55
1904

62

2717

67

3356

82

3660

101

3859

120

4143

146

 副反応被害は申請しても時間がかかり、まだ、４分の 1 の人しか認定されていない現状です。
「コロナ禍検証プロジェクト」の厚生労働省の資料に基づく集計（オープンデータ2022・12・22 まで）
をもとに作成。
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総務経済常任委員会

文教厚生常任委員会

議会か
ら

町に提言
R5年度

予算案を審議
（R5年３月定例会）

R5年度
決算審議・認定
（R6年９月定例会）

全員協議会
各議員からの提案
とりまとめ

提言書作成
翌年度予算に向け
町に提出

会派視察（政友会）

議会発政策 PDCAサイクル「提言」

今
後
の
観
光
振
興
の
あ
り
方

に
つ
い
て

●
10
月
25
日

　
事
前
に
農
政
課
へ
確
認
し
た
次

の
項
目
に
つ
い
て
の
説
明
及
び
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

◎
聞
き
取
り
調
査
項
目

①
「
観
光
果
樹
園
ふ
る
さ
と
」
へ

の
支
援

②
勝
田
の
梅
林
に
つ
い
て

③
農
政
課
で
現
在
進
め
て
い
る
こ
と

④
谷
津
田
の
耕
作
放
棄
地
の
利
用

方
法

⑤
北
部
地
域
で
の
体
験
農
園
の
可

能
性

◎
委
員
の
主
な
意
見

・
観
光
い
も
掘
り
の
計
画
は
希
望

が
見
え
る
。

・
若
い
人
、
嵐
丸
塾
の
方
、
農
政

課
等
と
意
見
交
換
の
場
を
持
ち

た
い
。

●
11
月
10
日

　
農
政
課
よ
り
次
の
項
目
に
つ
い

て
の
説
明
及
び
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。

◎
質
問
項
目

民
生
委
員
制
度
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て

《
町
へ
の
提
言
》

◆
担
い
手
の
確
保
・
な
り
手
不
足

解
消
に
向
け
て

①
広
く
町
民
に
向
け
て
民
生
委
員

の
事
例
報
告
会
な
ど
を
開
催
し
、

民
生
委
員
制
度
や
活
動
報
告
な

ど
の
周
知
を
図
り
、
民
生
委
員

制
度
へ
の
理
解
と
協
力
を
深
め

担
い
手
確
保
に
つ
な
げ
る
。

②
行
政
や
様
々
な
関
係
機
関
と
の

連
携
・
協
働
を
よ
り
一
層
推
進

す
る
。

③
委
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
次
代
を
担
う
委
員

の
参
加
促
進
が
必
要
（
民
生
委

員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
を

考
え
る
）。

◆
区
だ
け
に
依
存
し
な
い
多
様
な

委
員
選
出
の
仕
組
み
の
構
築

　
　
地
域
住
民
の
高
齢
化
や
、
自

治
会
へ
加
入
し
な
い
世
帯
の
増

加
な
ど
に
よ
り
、
地
区
活
動
が

困
難
な
地
区
も
あ
る
。
地
区
か

①
「
観
光
果
樹
園
ふ
る
さ
と
」
へ

の
補
助
や
隣
接
の
観
光
い
も
掘

り
に
つ
い
て

②
土
地
改
良
区
の
た
め
池
に
つ
い
て

③
勝
田
の
梅
林
、
谷
津
田
の
耕
作

放
棄
地
の
今
後
の
方
向
性

④
北
部
地
域
で
の
体
験
農
園
の
可

能
性

⑤
観
光
果
樹
園
の
成
功
事
例

◎
主
な
質
疑
応
答

Q� 
観
光
果
樹
園
ふ
る
さ
と
へ
補

助
は
で
き
る
と
考
え
て
良
い
か
。

A� 

来
年
度
予
算
に
向
け
て
、
事

前
に
情
報
提
供
を
い
た
だ
き
準

備
し
た
い
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
資
料
「
雫
石
町
地
域
づ
く
り
計

画
」
を
も
と
に
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

◎
委
員
の
主
な
意
見

・
人
口
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
な
い
。
町
が
各
地
域
の
計

画
を
支
援
し
な
が
ら
や
っ
て
い
る
。

ら
の
民
生
委
員
選
出
に
限
界
も

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
区
だ
け

に
依
存
し
な
い
地
区
の
特
性
に

応
じ
た
多
様
な
適
任
者
選
出
の

柔
軟
な
仕
組
み
の
検
討
が
必
要
。

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

　
地
域
支
援
課
よ
り
町
の
現
状
と

対
策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
委

員
間
協
議
を
行
っ
た
。

請
願
審
査
の
意
見
書
に
つ
い
て

　「
特
定
石
綿
被
害
建
設
業
務
労

働
者
等
に
対
す
る
給
付
金
等
の
支

給
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
、

委
員
間
で
協
議
を
行
い
、
委
員
会

提
出
議
案
と
し
て
12
月
定
例
会
に

意
見
書
を
提
出
し
、
全
会
一
致
で

可
決
と
な
っ
た
。

●
今
後
の
観
光
振
興
の
あ
り
方
に
つ
い
て

●
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

（
10
月
25
日
・
11
月
10
日
）

●
民
生
委
員
制
度
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

●
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て　
●
請
願
審
査
の
意
見
書
に
つ
い
て

（
10
月
5
日
・
26
日
・
11
月
14
日
）

　政友会では、令和４年11月25日（金）茨城県境町へ視察研修に行きました。
　境町は令和３年のふるさと納税額が関東トップの48億円という町です。現在、新たな返礼品
として干し芋の生産に力を入れており、年間で１億円の寄附を超える人気の返礼品となりました。
　また、生活路線バスとして定時・定路線での自動運転バスを３台導入しています。

　自治体が自動運転バスを公道で定常運行した
のは国内で初めてです。

　この研修で学ん
だことを今後の議
会活動に生かして
参ります。

　嵐山町議会は、決算審査をふまえて出された項目について議員間で自由討議をし、
【千年の苑 ラベンダー園運営事業について】の政策提案を提言書として町へ提出しました。

１．ラベンダーを中心とした多種多様な四季折々の草花の植栽を展開し、
通年で人が集える事業実施
２．町民へ千年の苑事業をより周知しての町民参加型の事業展開。マンパ
ワーの更なる活用
３．周辺エリアを含めた事業展開。「風薫る�らんざん」の実現
４．今後も県内外に「千年の苑」を広く認知してもらうためにも、持続可
能な事業展開の推進

意見書はこちらから
ご覧になれます

提言全文はこちら
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こえは要約させていただいております

次回の定例会は　２月24日（金）開会の予定です。皆様の傍聴お待ちしています。
請願・陳情は　　２月15日（水）午後５時までに提出してください。

発
行
／
嵐
山
町
議
会　

編
集
／
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

〒
３
５
５
ー
０
２
１
１　

埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
大
字
杉
山
１
０
３
０
ー
１

☎
０
４
９
３（
６
２
）４
５
８
７

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
（
広
報
部
会
）　

山
田
良
秋
・
長
島
邦
夫
・
青
柳
賢
治
・
松
本
美
子
・
渋
谷
登
美
子

コメントが
ほしいな

編
集
後
記

読者のこえ

定例会傍聴者推移

H24　 H25　 H26  　H27     H28     H29    H30  H31・R1   R2      R3       R4

82人 90人 74人

116人

157人147人
125人

158人 148人
179人

124人

［応募方法］
　ハガキに該当の記号（例　①−イ）
住所・氏名・年齢を書いてお送りく
ださい。１家族１通のみを有効とします。
　議会だよりの感想もお聞かせください。

［宛先］〒355−0211
　　嵐山町大字杉山1030−1　議会事務局

　回答者の中から抽選で５名の方に図書
カードを差しあげます。発表は次号に掲載
します。

〔しめきり〕令和５年３月31日（金）まで

議会だよりクイズ
問１　令和4年第4回定例会の傍聴者数は。
　　　イ．６人　　ロ．16人　　ハ．26人

問２　議会報告会は何回目でしたか。
　　　イ．20回　　ロ．21回　　ハ．22回

問３　�議会モニターとの意見交換会の参加者数は。
　　　イ．３人　　ロ．６人　　ハ．８人

図
書
カ
ー
ド（
千
円
）を
差
し
あ
げ
ま
す

議
会
だ
よ
り
１
８
８
号
の
当

選
者
で
す
！

　
図
書
カ
ー
ド
当
選
者
は
次
の

方
々
で
す
。
ご
意
見
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
選
者

　
石
川
く
に
子
様（
菅
谷
）

　
田
中
　
和
孝
様（
志
賀
）

　
関
根
　
利
夫
様（
千
手
堂
）

　
目
黒
圭
一
郎
様（
む
さ
し
台
）

　
藤
野
　
貴
彦
様（
む
さ
し
台
）

　令和５年嵐山町二十歳の集い

まわりの市町村は、コロナ支援
金で町のお店等で使えるクーポ
ンなどを家庭に配布している。
なぜ嵐山町はないのですか？

子育て世帯が移住したくな
るような魅力ある一般質問
や議会だよりになることを
期待します。

子どもたちへもっと手厚い支援
がほしいです。そしてそれを特
集として載せてほしいです。

いつも楽しみに読ませていた
だいています。子どもがラベ
ンダーまつりで楽しめたみた
いなので、もう少し期間が長
いと良いと思いました。

　
第
21
回
議
会
報
告
会
は
、
コ

ロ
ナ
感
染
第
８
波
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
と
言
わ
れ

る
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
意
見
交
換
会

で
は
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
と
ご
み

処
理
に
つ
い
て
、
町
民
の
多
く

の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
大

変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

の
議
会
活
動
に
生
か
し
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。
お
元
気
で

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
暖
か
い
春
と
共
に
一

日
も
早
く
平
穏
な
生
活
が
送
れ

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。�（
松
本
）

定例会傍聴者推移


